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 雫石盆地は, 岩手県の中央西部にあり, 盛岡市西方約20㎞を中心に南北25㎞ 東西細0㎞のほぼ
 長方形をした盆地であ る。 その北部と西部は, 新期火 山岩類に覆われた山岳地帯であ り, 東部と南
 音隔 新第三紀勉独 駈灘山地となっている・ 筆者は激職 雫碓地周辺隷発達する
 新第三系 の層位学的検 討と湖沼堆積物 であ る舛 沢層の層位学的細分とそ れ らに胚胎き れて い る堆積
 構造の研究を続けてき た6 本論文においては, これらの資料を総合検討し, 新第三系の堆積盆の変
 遷を論じたとともに, 舛沢層 を堆積せしめた舛沢湖沼盆内 の堆積構造およ び層位学的資料から舛沢
 湖沼盆内 の堆積変遷史について論じ た。
 雫石盆地の中央部か ら西部にかけての周辺部には, 下位か ら, 国見峠層, 坂本川層, 小志戸前沢
 層, 山津田層, 舛沢層, 橋場層および新期火山岩類が分布しているが, 中央部から東部にかけては,
 男助層および舛沢層が分布している。 本論文において は, これらの各地層 ごと に、 地層名の由来,
 模式地, 分布, 層厚, 岩相, 層位関係および化石について記載した。 特に舛沢層については, 9部
 層に細分し, それ ら各 部層ごとの岩相を詳述した。
 また, 石英安山岩類の活動の所産である男助層について, 層 位 学 的 検 討を加えた結果・ 従来考え
 られていたも のよ り, その活動の期間が長く, 坂本川層から山津田図にかけて, 活動したものであ
 る乙とが判明した。
 地質構造の 項においては, 本地域 に分布する褶曲を 記載し, 地質構造の特徴および構造の発達過
 程について 記述 した。 また, 断層についても記載し, その形態、 性質および構造的意義について記述し
 た。
 南西部に分布する国見峠層の地質構造はN-S系ないし NNE- SSW 系の構造支配を受け, こ
 れ らと平行 な軸をも つた褶曲構造がみ られるのに対し, 北西部におけ る国見峠樋の地質構造は,
 以後の造構運動 を大きく支配 した NW- SE 系の構造支配を強く受け, NW- SE 方向の走向で
 NEへ傾斜した同斜構造を示してい る。 この様に南部と北部の 構造 が著し く異なり, 以後の造構造
 運動の 形態か ら考 察す ると, 国見峠溜 堆積地域 はそ の畿半か ら隆起 運動へ移化 していったこ とが推
 定され る。 また・ このN- S系および NNE - SSW 系と NW- SE 系の構造方向が交叉する赤沢
 流域においては, 構造が非常に複雑になっており・ 断層地塊化してい る。 東部においては, N-S
 系の構造支 配を受けていて, 同方向の断層がみられるほか, 同方向の走行でWへ傾斜 する 同斜構造
 をなしている。 これらの方向力㍉ 南部へ行くに従って, NE-SW の走 向でNWへ傾斜 するよ
 うになり, E- W系の構造支配を受けている南部地域へ移り変ってい る。 南部地域はE-W系の構
 造支配をうけて, 回方 向の走向をもち, Nへ傾斜した同斜構造を示していて, 全体としてみると,
 舛沢湖沼盆を 中心とした盆状 構造を示している。 また, 南 部地域は, N-S系の 構造支配も受けて
 いて, 特にN-S系の方向を もつ田 茂木野断魍は, 男助層の堆積盆を著しく規制してい る。 これら
 の地質構造を全体的に概説すると・ 西部地域は初め・ N-S系ないし NNE-SSW 系に支配され
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 るが, す ぐ, NW-SE系に支配されるようにな り, その後新第三系を通じて・その支 配色劃すているの
 に対し, 東部地域 は, 舛沢湖沼盆形成時に, E-W系の構造支配を受けるが, 他の時期に は、 N-
 S系の構造支配を受けなが ら, 堆積していったもので, 西部地或と東部地域では, 新第三紀後半に
 おいては著しい地質構造の対立がみられる。
 本地域の新第三系の堆積盆の変遷について概説すると, まず, 国見峠圃堆積盆は, 地域外南部の
 沢内盆地に分布す る大石層 と同 じ堆積盆内にあったもの と考えら札 その縁辺部 が国見峠層 にあた
 るものと考え られ る。 国見[階層は, 緑色凝灰岩類の火山砕屑物からなるが, 東北地方の他の地域、の
 ものと比べると, 泥岩層が厚く挾在されていて, 縁辺部相であること を示唆している。 この期の後
 半になる と, この地域は隆起運動を開始 し, 堆積盆が北へ移動す るとともに, 緑色凝灰岩類を噴出
 した火山活動も終息し, 厚く泥岩層を堆積して, 坂本川層を形成した。 坂本川層堆積後期には, 国
 見峠層堆積地域は, 相当浅海化 し, 一部 陸化 したところもあったと考えられる。 東部に おいては,
 この坂本川層期に入ると石英安山岩類 の 活 動 が始ま り, 男助層 を厚く堆積し始めたが, 石英安山
 岩類の火 山砕屑 物の 供給が著し く, 泥岩層の堆積はみ られ ず, 坂本川層 を堆 漬せしめた海域魁 こ
 の地域までおよばなかったものと考え られ る。 小志戸前沢層 および山津田層堆積期に入る と, 南部
 の 国見峠層堆 積地域は 陸化 し, さ らに 山地を形成す るまでに至 る。 この推考は山津田層には・P・p露払畠 5α 伽,・
 ∫姥9磁απ3, 0躍認α 等, 水辺を好む植物の化石が含有きれているとともに, Fα卿s,B碗昭α,
 0α・〆礁・ 等山地性の植物化石が含まれていることからも支持され る。 山 津 田 層 期 後 半 にな る
 と, 内 湾 的 性格 も 認められるとともに, 幾度か潟へも移り変ったものと考えられ, M言置・伽一
 p諏 ・ Pα♂ め働3 等の 沿岸性植物化 石がみ られるとともに 躍y彊 opゐyJ 鳥籠等の淡水性植物化石も含
 有されるようになる。 一方, 東部においては, 石英安山岩類の活動が継続されて, 日色斑点ないし
 緑色斑 点灰色凝灰岩が堆積していたが, 山津田図期に入る頃か ら, 次 第にその噴出活動が弱まり,
 砂岩, 礫岩を挾在するようになる。 さらに, その後半には泥岩をも挾在す るようになり, 緑色斑点
 灰色凝灰岩と泥岩の互層部を形成 し, 長期間継続していた石英安 山岩頚の活動 も終息に近づいてい
 った。 舛沢層堆積期に入る と, 本地城北西部の山津田圃を堆積せしめた堆積盆は, 完全に内陸湖盆
 の様相を整 え, 本地域 中央 部の男助層 を堆積した堆積盆は, 低湿帯へ移り変っていった。 舛沢層堆
 積期においては, 本地城北西部の内陸湖盆は, 2つの半盆状構造が連結した内陸湖盆へ移り, 西部
 に薄く, 東部に厚く舛沢層を堆積せしめ た。 本地域中央部の低湿地帯においては, 砂岩, 礫岩が堆
 積し始めるとまもなく, 西方ではN-S系ないしNNW-SSE 系, 東部へ行く に従って, NW- SE
 系, E-W系へと方向を 変え る舛沢弧状断層 が形成されて, ここに舛沢湖沼盆が誕生した。
 こ の舛 沢湖沼盆において は, 初め東部にその中心があっ て, 舛沢層M-1 部層からM- 5部層まで
 を厚く堆 積せ しめて いた が, M- 6部麟の軽石質凝灰岩の活動が 開始される 直前 に, わず か西方へ
 傾動運動を起し・ 地辷りを誘発 し・ 表図 地ヒ リ型スランプ構造を形成した。 このスラン プ構造の上
 に直接累 蹟す る軽石質凝灰岩のM- 6部属 の活動中に大きく西方へ傾動運動が起 り, 湖沼盆の 中心
 が西方へ移動し た。 また, 西部の舛沢弧状断層 は, この西方へ の傾動運動により, さらに大きい落
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 差の断層崖を形成し, こ こに 崖錐堆 積 物 が堆漬した。 一方, 湖沼盆の中央部には, この傾動運
 動によ り流動 した地層が盛り上が り中央隆起帯が形成され た。 湖沼盆の 中心がこのように して西方
 へ移動し, そこにM- 7部層 の凝灰質シルト岩が厚く堆 漬し たが, 次のM-8 部属 の軽石 質凝灰岩の
 活動開始の直前に, 天沼一片平断層の蝶番断層が形成され始め, この断題の西部では, 南部が隆起
 し, 北部が沈降する傾動運動を起し, 東部では, 相対的に, 南部が沈降, 北部が隆起したが, その
 東部においては, 全体的に隆起 して陸化した。 西部において は, こ. の蝶番断層による傾動運動によ
 り深層地辷り型スランプ構造が形成されたが, そ の東方 は中央隆起帯に阻まれてそ乙で止まってい
 る。 この北方への傾動運動により, 湖沼盆の中心は, 北方へ移動し たが, 中央隆起帯でほぼ2分され
 た湖沼盆とな り, その西方湖沼盆に は, 植物化石, 植物破片を多量 に含有す る凝灰質シルト岩を堆
 積したの に対し, 東方湖沼盆には, 日色極細粒凝灰岩と灰色凝灰岩との互層か らなるM- 9部顧を
 堆積し た。 このM-9部層 を堆積せしめた 湖沼盆の中心附近においては・ 含水塑性的流動により1 圧
 縮力が作用 』 下方貫入型の砕屑岩脈・ イ ンジエクシ・ン ( Injection )・ フォース・アパート
 (Force - apart ) 等が形成された。 こ の舛沢湖沼盆が完全に埋積さ れる以前に, 石英安山岩類
 の活動が起り, 橋場層が堆積した。 この橋場層 は, 初 め水の作用による 級化構造を示 して いること
 か ら, 舛 沢湖沼盆を埋没しつく し, 溶結凝灰岩様の石英安山岩類へと移化し陸上堆積物として堆領
 したものと 考え られ る。 この橋 場層堆積期か ら本地域は陸化 してお り, その 後・ 久しい間本地域は
 侵蝕の場となっていた 旭 第四紀に入ると本地域北部では, 石英安山岩類 から始まる安山岩類の活
 動が開始され・ 駒ケ岳 葛根田火山, 岩手山が形成され始めて, 第四紀の地史が始まる。
 舛沢湖沼盆の形成, 発展 解体を通じて 堆積構 造が多 数観 察された が・そのうち典型的な
 紹例を記載した。 特にこのうち砕屑岩脈とスランプ構造と は, 舛沢湖沼盆の形成, 発展 解体に大




 多田元彦提出の論文は岩手県雫石盆地の堆積 構造 についてと題して三章か らなってい る。
 第一章は雫石盆地 の地質と題して同盆地周辺の層 位学的・構造地 質学的並びに古生物学的研究を行な
 い, 同地域は摺 曲構造, 断層によりブロック 化し, さらに各地層 の垂直・水平的分布並びにその岩相に
 可成り変化が認められるので, 従来, 多くの問題のあった場所である。 多田は詳細な研究により層序・
 地質構造, 並びにその発達史を解明し, さらに雫石盆地の成因について詳しい観察 を行なつ ている。 雫
 石盆地 生成時期 は同盆地周辺の構造運動の最 盛期に生成されたことを明らかにし た。 こ の盆地 は東南一
 北西方向にのび てい るがそ の方 向にはさらに二つの小盆地がある。 これ らの盆地は先に述べた 構造運動
 並びに火成活動に関係あること を述べ てい る。 雫石盆地内の堆積は地殻変動に 関連して行なわれたもの
 であるの で, 各層 の垂直・水平的岩相の変化により七層 と九 部層 に区分され る。 そ のうち, 舛 沢層 は九
 部層 に区分された。 これらの各層の水平・垂直的変化, 層間の関係, 層内の堆積構造並びに, 雫石盆地
 の発達 と消 滅との関係をも考察してい る。 さらに第四系 に属する 古期火山・新期火山砕屑物 と, 河岸段
 丘堆積物との関係, 各々の分布 ・層厚変 仏 蝦近の構造運動との関連につい て論じ てい る。
 地質構造については七つ の摺 曲, 12の断層 を識別し, 各々 の特 徴・成生時代・盆地成生との関係につ
 いて明らかにしている。
 第 二章で は雫石盆地 内の堆積過程及 びそ の特徴 についての観察 を行ない, とくに舛沢層 の珪藻・植物
 化石 ・結 核等の検討により 湖沼性堆積物であ ること を認 め, その堆積過程の変遷につい て述べ てい る。
 第三章では堆積構造 について27種類を認め, それらの記載, 堆積学的特徴, 地層堆積中の盆地成生と
 の 関係 につ い て詳しく論じ てい る。
 これ らの堆積構造は火砕岩脈の発達及 びそ の分布方向により堆積盆は大きく二分きれ, その北及ぴ北
 西方向には多く の大きな堆 積構造が 発達 し・ こ れら は盆 地の受け た地殻 変動 によ るその 成生 について密
 接な 関係 あることを指摘 している。 東または東 南地域で は堆積 構造 の形態 は先 速し た地域に比較し て,
 形態を異にしてい る。 こ れは堆積盆の東及び東南側は比較的安定していること を考察してい る。
 堆積 構造の種類・その発達 その盆地内の地理的位 置 層序は褶曲・断層・不整合との関係並びに岩
 相変化 は雫石盆地堆積中 の地殻 変動 の裏づけであること を指摘してい る。
 発表ずみ論文 は六編あるが, うち四部は英文でいずれも本研究に重要なものであ る。 よって本研究の
 堆積地質学 並びに地史学 への貢献 によ り多 田元彦提出の論文 は学 位 論文として 合格 と認め る。
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